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第第２２回回自自動動車車支支部部執執行行委委員員会会開開催催！！  

１０月１２日、ＪＲ四国労組自動車支部は本部会議室にて「第２回執行委員会」

を開催した。経過として、「総合労働協約改訂交渉」について報告。将来不安を

払拭し安心して働ける環境づ

くりとして、５５歳以降の職能

給の定期昇給実施をはじめと

する７項目の改善が図られた

ことについて、妥結を承認した。

その後、年末賞与の要求内容に

ついて協議。直近の利用状況・

収入動向を踏まえた、今年度の

事業計画に掲げる営業損益ベースの黒字計上に対する進捗とともに、この間の組

合員の「安全・安心輸送」への取り組みと家族を含めた理解と協力について確認

した。出席者からは「利用が回復する中、賞与への期待感は非常に高い」といっ

た組合員の声が示された一方で、「３年間にわたるコロナ禍による経営へのダメ

ージの蓄積もあり、足もとの収支状況の回復ではまだまだ厳しい」との意見もあ

り、協議は難航し長時間に及んだ。加えて、９月の交渉時に提案された「企業型

確定拠出年金制度の導入」について、会社に申し入れるべき事項を確認し合った。 

「年末賞与」申し入れ！ 
要求額：基本給額の２.０ヵ月 

支払日：２０２３年１２月７日(木) 
１０月１７日、会社に対して「年末賞与」の申し入れを行った。ジェイアール

四国バスを取り巻く環境は未だ厳しい状況が続いているものの、人員規模が縮小

する中で一定の収支は保たれていると認識する。この間、組合員と家族の理解が

あったからこそ、事業計画の目標を目指せるのであり、苦しい状況でも会社を信

じて奮闘してきた組合員の想いに応えるべきと強く訴え、交渉に臨んでいく決意

である。（別紙参照） 
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